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- 安 田 菜 津 紀
(メディアNPO Dialogue fbr People hil1代表／ﾌｫﾄジャーナリスト）

2023年10月中旬､イスラエルによるガザ地区への軍事攻撃開始から
l()日後､監督のケリディン・マブルークからショートメッセージが届い
た｡｢撮影から10年以上経ってもこの映画が今日的意義を持つとは思わ
なかった｣と。
パレスチナの人々は常に西洋の視点から描かれ死亡者数という数に

還元されてきたが ､ 一人一人の顔を描き世界に伝えることがこの作品
の第一の目的だったと振り返り ､ ｢パレスチナには世界の問題が凝縮さ

2( ) 08年12月末から2009年1月にかけてイスラエルによるガザの大規

模侵攻が勃発｡監督のサミール・アブダラとケリデイン・マブルークは、
停戦の翌日にパレスチナ人権センターの調査員と共にガザに入る。
爆撃で両親兄弟を失った子ども、目の前で家族を銃撃された男性、

STAFF

監督・撮影：サミール・アブダラ、ケリディン・マブルーク／編集；カヘナ・アテイア／音楽：アバス・バハテイアリ／製作：L,YeuxOuverts、lskra
協力：ドバイ・エンターテイメント、メディア・オフィス／原題：Gaza-Strophe,Palestine／日本語字幕；二口愛莉／配給・宣伝：Shkran

2011年／フランス・パレスチナ合作／アラビア語、フランス語字幕／92分◎L'YeuxOuverts／lskra2010
INFORMATION

、

職 鰯ガザ.ﾌｪｲｽhttps://9azadesvisa9es.comノ蛎撫蕊要窯覇f!:曳潟鯉鯛こ墓醗。
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完全に人道を逸してしまっているイスラエル軍の殺裁はやはりジェノサイドと呼ばざるを得ません。
それでもパレスチナの人たちは強く､想像を絶する悲惨な状況の中でも､死んでも故郷を離れないと話す人の姿に感激しました。

ピーター・バラカン（プﾛｰドｷﾔｽﾀｰ）
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れている｣と強調する。
本作はガザの地で生きる人々の姿を丁寧に描きながら ､ 同時にパレ

スチナ問題の背景にある西洋諸国による二重基準 ､構造的暴力につい
て浮かび上がらせる。

多くの人々が､これは明らかにジェノサイドだ､と声を上げる悲惨な
状況が続く中( 2 0 2 4年9月現在 ) ､人々の姿と歴史を知ることから変わる
可能性を問いかける。

土地を奪われ逃げてきた人々…「顔を持つ｣一人一人の証言が記録
されるとともに ､パレスチナを代表する詩人 ､マフムード・ダルウィー
シュの詩が引用され ､ガザの人々が生きてきた歴史と記憶が呼び起こ
される。
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｢すべては2023年10月7日にはじまった」のでは断じてない。
その証拠が、この映画にある。ありすぎるほど、ある。

ただ世界が「見なかった」だけだ。

彼らが語る言葉からは、嘆きと怒りばかりではなく、
そこかしこに冷静な知性と痛烈なユーモアが感じられる。

終盤に収められた、一人の老人による長いスピーチは、西洋が作り川した
｢人権｣や「人間性」という概念がはらむ欺I繭を厳しく告発したものであり、
『ガザーストロフ」を見る者に容赦なく自省を迫るだろう｡( ｢NOBODY』より）

-中村修七(映1町批評）
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限定上映 2025年10月20日(月)18時40分～
上映後トークイベント：配給団体Shkran (本作配給）

全ての宗教において神の名は｢平和｣だ
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